
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
皆

様
方
に
一
言
ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま
す
。

新
年
度
が
サ
イ
科
学
会
と
皆
様
方
に
と

っ
て
、
よ
り
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
明
る
く
、
幸
せ
な
年
と
な
り
ま
す

よ
う
に
、
お
祈
り
致
し
ま
す
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

ア
セ
ン
シ
ョ
ン
の
年
と
言
わ
れ
た
2

0
1
2
年
。
つ
づ
く
昨
年
は
新
し
い
気

分
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
変
革
、
大
転
換
、

躍
進
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
と
共
に
2
0
1
3
年
は
始
ま
っ
た

と
言
え
ま
し
ょ
う
。
リ
ー
マ
ン
不
況
後

の
永
い
閉
塞
感
を
打
ち
破
り
、
日
本
を

創
生
さ
せ
る
と
判
断
さ
れ
た
参
議
院
選

挙
に
よ
っ
て
政
治
担
当
者
の
交
代
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
困
難
を
伴
う
問
題

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
T
P
P
交
渉
、

2
0
2
0
年
開
催
予
定
の
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
成
功
、
消
費
税

率
引
き
上
げ
決
定
、
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。生

活
に
直
接
関
係
の
あ
る
政
治
経
済

面
を
見
る
こ
と
に
し
ま
す
。
一
昨
年
末

に
は
、
参
議
院
選
挙
の
結
果
と
し
て
自

民
党
総
裁
の
安
倍
政
権
が
発
足
し
、
国

会
の
ね
じ
れ
現
象
が
解
消
し
ま
し
た
。

日
本
は
、
今
で
も
、
世
界
第
三
位
の
経

済
大
国
で
あ
り
ま
す
。
日
本
の
景
気
が

良
く
な
れ
ば
、
世
界
の
景
気
も
良
く
な

る
だ
ろ
う
と
世
界
中
の
人
達
は
考
え
、

注
目
し
て
お
り
ま
す
。
現
実
を
見
る
と
、

中
東
な
ど
の
紛
糾
と
混
乱
が
続
い
て
お

り
、
欧
州
の
経
済
不
況
に
加
え
、
昨
年

末
に
は
米
国
デ
ト
ロ
イ
ト
市
が
負
債
破

綻
し
た
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
に
お
い
て
は
現
在
1
0
0
0
兆

円
余
（
国
の
年
間
予
算
額
の
約
10
倍
以

上
）
も
の
借
金
が
あ
り
ま
す
。
子
や
孫

達
の
世
代
に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い
為
に
も

財
政
再
建
が
急
務
で
あ
り
、
国
民
の
協

今
月
号
の
記
事

◎
年
頭
の
ご
挨
拶

◎
御
寄
付
御
礼

◎
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
二
月
本
部
例
会
予
告

◎
第
21
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
二
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
三
月
例
会
予
告

◎
第
20
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
報
告

◎
平
成
25
年
一
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
八
二
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
月
例
会
講
演
録
の
販
売

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
ス
プ
レ
ー
噴
霧
時
に
お
け
る
オ
ー
ブ

　

の
出
現
現
象
（
第
一
報
）

◎
「
オ
ー
ブ
」
の
カ
オ
ス
解
析

力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
実
情
を

統
計
で
み
る
と
、
製
造
業
従
事
者
数
は

ピ
ー
ク
時
の
1
6
0
3
万
人
か
ら
現
在

約
9
9
8
万
人
へ
と
減
少
し
、
失
業
率

は
8
・
2
%
（
ギ
リ
シ
ャ
44
・
4
%
、

独
8
・
6
%
）
に
な
り
、
非
正
規
雇
用

者
は
過
去
最
大
の
約
38
・
2
%
と
な
り
、

社
会
の
不
安
定
条
件
は
次
第
に
増
加
し

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
最
大
の
課
題
と
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年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

佐
々
木　
茂
美



し
て
高
齢
者
問
題
が
あ
り
ま
す
。
認
知

症
は
高
齢
者
の
15
%
、
65
歳
以
上
で
は

4
人
に
1
人
が
予
備
化
し
て
い
る
、
と

の
こ
と
で
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
デ
フ
レ
、
円
高

か
ら
の
脱
却
の
た
め
に
、
景
気
刺
激
策

と
し
て
、
日
銀
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、

円
安
と
2
%
の
物
価
上
昇
目
標
を
導
入

し
、
結
果
と
し
て
大
企
業
と
投
資
家
に

多
く
の
利
益
を
与
え
ま
し
た
。
嬉
し
い

事
に
大
学
卒
業
生
の
就
職
率
が
増
加
し

た
と
い
う
報
道
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
反
面
、
実
情
は
、
な
か
な
か
デ
フ

レ
か
ら
は
脱
却
出
来
ず
、
ガ
ソ
リ
ン
や

小
麦
の
値
上
げ
等
で
、
国
民
生
活
に
は

苦
し
み
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
財
政
再

建
は
是
非
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

為
に
は
国
民
の
協
力
が
是
非
必
要
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。

科
学
技
術
面
を
み
ま
す
。
4
月
に
は
、

暗
黒
物
質
（
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
）
の
証
拠

が
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
（
E
R
N
）

で
観
測
さ
れ
、
暗
黒
物
質
が
崩
壊
す
る

時
に
出
現
す
る
で
あ
ろ
う
粒
子
を
捉
え

た
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
報
道
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
9
月
に
は
、
ボ
イ
ジ

ャ
ー
1
号
が
太
陽
系
外
の
空
間
に
飛
び

出
し
た
、
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

宇
宙
に
は
一
千
億
余
の
星
が
あ
り
、
そ

の
内
百
万
の
星
が
文
明
を
持
つ
だ
ろ
う

と
言
う
。
微
視
的
並
び
に
巨
視
･
宇
宙

的
な
未
知
な
る
世
界
の
探
求
は
、
我
々

に
ど
れ
程
か
、
夢
と
希
望
を
与
え
て
く

れ
る
事
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
わ
く
わ
く

し
な
が
ら
、
未
知
の
世
界
か
ら
の
報
告

を
待
ち
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
反
面
、

日
本
で
は
福
島
原
発
の
事
故
の
処
理
が

未
完
成
で
あ
り
、
汚
染
水
処
理
な
ど
、

多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

期
待
さ
れ
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
事
故

に
関
す
る
科
学
者
側
か
ら
の
目
立
つ
様

な
発
言
は
な
く
、
科
学
者
の
無
力
さ
が

反
省
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
日
本

は
、
資
源
小
国
な
の
で
、
付
加
価
値
の

高
い
技
術
を
伴
っ
た
物
造
り
が
必
要
な

事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
諸
々

で
科
学
者
の
奮
起
が
望
ま
れ
ま
す
。

一
方
、
昨
年
も
酷
暑
、
台
風
、
洪
水
、

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
特
徴
的
な
事
と
し
て
、
北
京
濃

霧
と
し
て
の
大
気
汚
染（
P
M
2
・
5
）

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
W
H
O
の
基

準
値
の
約
60
倍
に
も
達
す
る
と
の
事
。

速
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

他
方
、
市
民
の
健
康
を
増
進
さ
せ
、

豊
か
な
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、

物
質
面
と
と
も
に
、
精
神
面
の
充
実
が

必
要
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

サ
イ
科
学
の
分
野
を
み
る
と
、
最
近
、

嬉
し
い
情
報
が
寄
せ
ら
れ
る
様
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
不
況
と
共
に
や
っ
て
き

た
会
員
数
の
減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
り
、

や
っ
と
、
底
打
ち
か
ら
会
員
増
に
転
じ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
専
門
的
な
知
識
を

持
つ
人
達
の
会
員
増
が
目
立
つ
様
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
秋
の
全
国
大
会
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
は
「
サ
イ
（
気
）
と
自
然
治
癒

力
」
で
あ
り
ま
し
た
。
全
国
か
ら
多
く

の
専
門
家
が
集
ま
り
、
様
々
な
観
点
か

ら
建
設
的
な
発
表
と
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
伝
統
医
（
漢
方
な
ど
）
と
西
洋

医
の
両
者
が
必
要
で
あ
り
、
両
者
を
統

合
し
た
統
合
医
学
的
な
立
場
、
な
ら
び

に
精
神
面
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
、
世
界
の
医
療
法
の
流

行
状
況
と
一
致
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
サ
イ
（
気
）エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本
質
と

其
の
応
用
な
ど
も
討
論
さ
れ
ま
し
た
。

他
方
、
特
徴
的
な
こ
と
と
し
て
、
物

質
と
精
神
（
心
）
の
両
者
に
関
連
し
た

研
究
と
し
て
、
オ
ー
ブ
（
た
ま
ゆ
ら
）

の
研
究
が
活
発
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
分

科
会
活
動
と
し
て
、
宇
宙
生
命
並
び
に

U
F
O
の
研
究
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
の

実
験
研
究
は
、
一
部
を
除
き
、
こ
れ
か

ら
で
あ
り
ま
す
が
、
各
方
面
か
ら
の
調

査
研
究
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
昨
年
に
続
く
本
年
も
、
こ
れ
ら

の
研
究
と
啓
蒙
の
深
化
と
発
展
が
必
要

に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

為
に
は
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
指
導

と
ご
協
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
12
／
14
受
領
分
ま
で
）

金
四
十
万
円
也�

品
川　

次
郎　

様

金
六
万
円
也�

木
村　

陽
一　

様

金
三
万
円
也�

森
安　

政
仁　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

魂
の
発
見

　
　
　
　

講
師　

小
川　

博
章 

氏

30
年
以
上
前
、
歯
科
医
療
に
自
然
治

癒
力
を
活
用
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
考

え
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で「
自
然
」
と
い

う
言
葉
に
注
目
し
て
、
生
物
の
観
察
を

始
め
ま
し
た
。
す
る
と
、
次
々
に
様
々

な
疑
問
が
湧
い
て
来
ま
し
た
。「
感
動

● ❷●



●❸ ●

す
る
と
い
う
心
の
働
き
で
、
ど
う
し
て

涙
と
い
う
物
質
が
生
ま
れ
る
の
か
。
考

え
て
も
生
ま
れ
な
い
創
造
は
、
ど
こ
か

ら
湧
き
起
こ
っ
て
来
る
の
か
。
一
般
的

に
信
じ
ら
れ
て
い
る
、『
人
は
、
生
ま
れ

て
、
生
き
て
、
死
ぬ
だ
け
』
と
い
う
考

え
方
は
、
本
当
に
真
実
な
の
か
。
だ
と

し
た
ら
キ
リ
ン
の
首
は
、
な
ぜ
伸
び
た

の
か
」。

生
物
の
観
察
を
続
け
る
中
で
、
魂
と

い
う
実
体
の
存
在
を
考
え
な
け
れ
ば
、

進
化
を
説
明
出
来
な
い
と
い
う
結
論
に

達
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
慧
能
の
偈
や

白
隠
の
賛
、
童
謡
の
「
カ
ゴ
メ
の
歌
」

を
解
釈
す
る
中
で
、
魂
を
発
見
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
魂
を
、
自
分

の
真
心
だ
と
考
え
る
事
で
、
人
生
の
悩

み
が
、
こ
と
ご
と
く
消
え
る
の
を
感
じ

て
来
ま
し
た
。

現
代
科
学
が
無
視
し
続
け
て
い
る
分

野
に
光
を
当
て
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
近
年
医
療
関
係
に
従
事
し
て
い
る
方

々
の
肉
体
以
上
の
存
在
に
関
す
る
著
書

が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
り
す
る
こ

と
か
ら
も
分
か
り
ま
す
よ
う
に
、
世
の

中
の
関
心
が
少
し
ず
つ“
サ
イ
の
世
界
”

に
向
い
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
長
年
歯
科
医
の
職
に
就
か
れ
た

先
生
の
興
味
深
い
お
話
で
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い

し
て
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
小
川
博
章
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
8
年
生
ま
れ
。
東
京
医
科
歯

科
大
学
歯
学
部
卒
業
。
同
大
学
院
生
化

学
に
進
学
。
流
山
市
で
歯
科
医
院
を
開

業
の
か
た
わ
ら
、
東
京
大
学
医
学
部
解

剖
学
教
室
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
付
属

医
用
器
材
研
究
所
、
昭
和
大
学
歯
学
部

歯
科
理
工
学
教
室
で
研
究
。
歯
科
診
療

に
自
然
治
癒
力
を
生
か
す
道
を
求
め
て
、

40
以
上
の
民
間
療
法
を
尋
ね
歩
く
。
心

理
学
の
分
野
で
は
交
流
分
析
士
1
級
、

同
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取
得
。

漢
方
の
分
野
で
は
医
監
の
資
格
を
取
得
。

著
書
『
ガ
ン
バ
リ
ズ
ム
が
歯
を
壊
す
』

現
代
書
林
。
歯
科
医
師
。
歯
学
博
士
。

昭
和
大
学
歯
学
部
兼
任
講
師
。

日
時　

平
成
26
年
1
月
11
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明

～
オ
ー
ブ
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
～

　
　
　
　

講
師　

小
林　

信
正 

氏

　
　
　
　
（
特
異
能
力
研
究
所
代
表

�

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
）

何
も
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
る
空
間

か
ら
、
物
を
叩
く
音
が
発
生
す
る
現
象

を
ラ
ッ
プ
音（
r
a
p
＝
叩
音
）と
呼
び
、

昔
か
ら
霊
魂
が
出
現
す
る
と
き
の
音
で

心
霊
現
象
の
一
つ
だ
と
い
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
海
外
で
は
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ

ス
ト
現
象
だ
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
未
だ
に
そ
の
音
の
発
生
原
因

は
不
明
で
あ
り
、
正
体
は
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ラ
ッ
プ
音
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
、

割
り
箸
が
折
れ
る
よ
う
な
音
、
ハ
ン
マ

ー
で
物
体
を
叩
い
て
い
る
よ
う
な
音
、

ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
音
、
足
音
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

日
々
、
こ
れ
ら
ラ
ッ
プ
音
に
怯
え
る

様
々
な
住
人
達
の
訴
え
に
よ
り
、
テ
レ

ビ
番
組
の
制
作
を
兼
ね
て
、
現
場
に
特

殊
な
撮
影
機
器
及
び
物
理
的
測
定
機
器

を
準
備
し
て
調
査
、
徹
底
観
測
、
撮
影

を
敢
行
し
ま
し
た
。

想
定
さ
れ
る
原
因
の
仮
説
と
し
て
は
、

①
人
工
電
磁
波
説
、
②
ウ
オ
ー
タ
ー
ハ

ン
マ
ー
現
象
説
、
③
建
築
建
材
工
法

説
、
④
低
周
波
に
よ
る
振
動
、
共
鳴
説
、

⑤
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
現
象
説
、
⑥
オ

ー
ブ
に
よ
る
心
霊
現
象
説
、
等
々
。
建

築
家
や
音
響
専
門
家
た
ち
に
現
場
の
立

ち
会
い
を
依
頼
し
、
家
屋
の
構
造
調
査

や
建
材
等
の
音
響
実
験
、
音
源
の
分
析

等
に
よ
る
検
証
を
試
行
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
住
人
の
心
理
状
態
の
意
識
調
査
も

行
い
ま
し
た
。

検
証
の
結
果
、
ラ
ッ
プ
音
の
発
生
に

は
オ
ー
ブ
が
介
在
し
て
霊
的
な
可
能
性

が
大
で
あ
り
、
し
か
も
オ
ー
ブ
が
何
ら

か
の
意
思
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
ま
す
。

“
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
”
ラ
ッ
プ
現

象
が
頻
発
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
現
場

の
実
態
を
ビ
デ
オ
で
収
録
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が

ら
、
考
察
を
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
長
年
東
京
キ
ー
局
の
チ
ー
フ
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
心
霊
現
象
や
能
力

者
に
関
し
て
科
学
的
検
証
も
含
め
た
多

く
の
番
組
を
制
作
し
て
こ
ら
れ
た
講
師

な
の
で
、
興
味
深
い
お
話
が
沢
山
紹
介

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
は



ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
ご
参
加

願
い
ま
す
。

●
小
林
信
正
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
8
年
2
月
、
東
京
生
ま
れ
。

東
京
写
真
大
（
現
東
京
工
芸
大
）
卒
後
、

慶
応
大
で
哲
学
、
心
理
学
を
専
攻
。

T
V
局
勤
務
、
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
、
部
長
と
し
て
多
数
の
番
組
制
作
に

永
年
携
わ
る
。
定
年
退
社
後
、
T
V
制

作
会
社
の
代
表
取
締
役
と
し
て
多
数
の

放
送
番
組
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
制
作
。

大
学
や
企
業
研
修
の
講
師
な
ど
も
務
め
、

特
異
能
力
研
究
会
を
主
宰
し
て
意
識
と

サ
イ
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
著
に
神
社
仏
閣
50
選
「
ご
利
益
さ

ま
」
縁
結
び
編
。

日
時　

平
成
26
年
2
月
15
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

※
3
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
で
す
。

第
21
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

第
6
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

平
成
26
年
3
月
30
日
（
日
）

　
　
　

13
時
～
18
時

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0 

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

 

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
」行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

一
般
会
費　

五
〇
〇
円

会
員
会
費　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・
太

陽
の
会
・
国
際
問
題
研
究
会
・
国
際
ヒ

ー
リ
ン
グ
看
護
協
会
会
員
）

癒
し
（heal

）
は
、
全
体
（w

hole

）、

聖
（holy

）、
健
康
（health

）
に
通
ず
る

と
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ワ
イ
ル
博
士
は
述

べ
て
い
る
。

実
際
、
癒
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
?　

癒
し
と
は
な
ん
な
の
か
?

第
6
回　

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
「
癒
し
の
ツ
ボ
」
と
題
し
て
、

癒
し
の
本
質
、
原
点
に
迫
ろ
う
と
思
い

ま
す
!�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

出
口
王
仁
三
郎
の
黄
金
鏡

　
　
　

講
師　

櫻
井　

喜
美
夫 

氏

日
時　

平
成
26
年
1
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円　

一
般
三
千
円

　
　
　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
例
会
の
お
知
ら
せ

巨
大
地
上
絵
発
見
で
わ
か
っ
た 

世
界

文
明
の
『
起
源
は
日
本
』
だ
っ
た
!

　
　
　
　

講
師　

上
森　

三
郎 

氏

日
時　

平
成
26
年
2
月
15
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円　

一
般
三
千
円

　
　
　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
例
会
の
お
知
ら
せ

今
、
ガ
ン
を
見
直
す

　
　
　
　

講
師　

土
橋　

重
隆 

氏

日
時　

平
成
26
年
3
月
15
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円　

一
般
三
千
円

　
　
　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

● ❹●



第
20
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

（
第
1
回
異
能
科
学
会
議
）
報
告

平
成
25
年
12
月
1
日（
日
）10
時
～
18
時

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議
室
で
開

催
。M

C
は
石
田
桃
子
さ
ん
、
佐
野
千
遥

（
セ
ン
ト
ク
レ
メ
ン
ツ
大
教
授
）、
小

林
正
典（
茨
城
大
名
誉
教
授
）、
小
川
博

章
（
昭
和
大
講
師
）
等
、
12
名
の
論
客

が
集
合
し
、
反
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
、
オ
ー

ブ
、
富
士
山
噴
火
、
メ
ガ
ク
ウ
ェ
イ
ク
、

U
F
O
、
宇
宙
連
合
な
ど
な
ど
の
テ
ー

マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。

参
加
者
の
投
票
に
よ
り
、
第
1
回
異

能
科
学
賞
は
上
森
三
郎
氏
に
授
与
さ
れ

た
。フ

ル
ー
ト
奏
者
A
K
I
さ
ん
の
演
奏
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
の
柏
田
ほ
づ
み
さ
ん
が
ヘ
ブ
ラ
イ

語
で
「
か
ご
め
」「
君
が
代
」
等
4
曲
を

披
露
。
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
科
学
に
お
け
る
異
端
と
正
統
を
、
佐

野
博
士
の
「
何
故
生
き
る
の
か
?
」
と

い
う
問
い
か
け
か
ら
論
じ
合
っ
た
!

懇
親
会
に
は
30
名
が
参
集
し
、
盛
会
に

終
了
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
25
年
1
月
本
部
例
会
報
告

α
波
の
コ
ヒ
ー
レ
ン
シ
ー
に

つ
い
て

　
　
　
　

講
師　

志
賀　

一
雅 

氏

　
　
　
　
　
（
脳
力
開
発
研
究
所
所
長
）

脳
波
の
研
究
を
始
め
て
、
足
掛
け
40

年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
少
し
後
の
1 

9�

7 

6
年
に
関
英
男
先
生
が
日
本
P
S
学

会
を
創
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
創
立
前
か

ら
電
気
通
信
大
学
で
研
究
会
が
あ
り
ま

し
て
、
私
も
電
通
大
卒
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
研
究
会
に
出
て
お
り
ま
し
た
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

毎
月
1
回
の
研
究
会
の
勉
強
テ
ー
マ

は
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
ロ
ザ
ノ
フ
博
士
が
出

さ
れ
た「
サ
ジ
ェ
ス
ト
ロ
ジ
ー
&
サ
ジ
ェ

ス
ト
ペ
デ
ィ
ア
」（
暗
示
学
習
法
）
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
論
文
に
つ
い
て
で
し
た
。

そ
れ
と
は
別
に
、
ア
メ
リ
カ
で
「
バ

イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
学
会
」
が
立
ち

上
げ
ら
れ
て
、
そ
の
中
で
も
特
に
関
心

の
あ
る
の
が
ア
ル
フ
ァ
波
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
に
よ
る
ア
ル
フ
ァ
波
増
強
に
つ

い
て
、
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
私
は
そ
の
当
時
松
下
電
器

の
研
究
所
で
L
S
I
の
開
発
を
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
そ
の
半
導
体
の
学
会
に

参
加
す
る
こ
と
も
兼
ね
て
、
ア
メ
リ
カ

の
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
学
会
で
脳

波
に
つ
い
て
ど
の
位
取
り
組
ま
れ
て
い

る
か
を
調
べ
て
き
ま
し
た
。

一
言
で
い
う
と
ま
る
で
お
も
ち
ゃ
み

た
い
な
装
置
で
測
定
し
て
お
り
、
そ
う

い
う
も
の
で
こ
ん
な
に
も
盛
り
上
が
る

の
か
と
思
う
ほ
ど
話
題
性
の
豊
富
な
分

野
で
し
た
。
で
す
か
ら
脳
波
を
も
う
少

し
し
っ
か
り
し
た
装
置
で
観
察
し
な
が

ら
分
析
し
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が

得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は

セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
す
な
わ
ち
メ

ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
の
客
観

的
手
が
か
り
と
し
て
、
脳
波
は
非
常
に

有
効
な
手
段
だ
と
思
い
ま
し
た
の
で
、

調
査
か
つ
研
究
を
始
め
よ
う
か
な
と
考

え
ま
し
た
。

研
究
所
で
能
力
開
発
の
た
め
の
脳
波

研
究
を
し
た
い
と
提
言
し
、
上
司
の
理

解
も
あ
っ
て
、
ア
ル
フ
ァ
脳
波
の
研
究

を
続
け
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
1 

9�

8 

3
年
に
松
下
技
研
を
退
社
、
株
式
会

社
脳
力
開
発
研
究
所
を
設
立
し
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
脳
波
計
を
開
発
・
販
売
し

な
が
ら
、
ア
ル
フ
ァ
波
の
研
究
を
続
け
、

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導
も
し

て
お
り
ま
す
。
2
0
0
7
年
か
ら
は
電

気
通
信
大
学
大
学
院
人
間
情
報
学
研
究

科
院
生
・
研
究
員
と
し
て
、
脳
波
の
コ

ヒ
ー
レ
ン
ト
も
研
究
し
て
お
り
ま
す
。

電
通
大
で
の
研
究
を
活
か
し
、
1
チ

ャ
ン
ネ
ル
で
も
い
い
か
ら
、
臨
床
用
の

脳
波
計
と
同
等
の
性
能
を
も
つ
簡
易
脳

波
計
を
開
発
し
て
、
計
測
実
験
を
始
め

て
お
り
ま
す
。

ア
ル
フ
ァ
波
に
関
し
て
面
白
い
実
験

の
い
く
つ
か
の
例
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

昭
和
48
年
、
昨
年
ま
で
日
本
将
棋
連
盟

会
長
を
さ
れ
て
い
た
米
長
邦
雄
氏
に
、

百
手
詰
め
の
詰
め
将
棋
を
考
え
て
い
た

だ
い
て
、
閃
き
（
ひ
ら
め
き
）
が
出
た

と
き
の
脳
波
を
見
て
み
ま
す
と
、
9
・

9
ヘ
ル
ツ
の
ミ
ッ
ド
・
ア
ル
フ
ァ
波
が

出
て
い
ま
す
。
閃
き
の
脳
波
は
風
呂
に

入
っ
て
い
る
と
き
と
か
、
寝
床
に
入
っ

て
ま
さ
に
寝
る
前
の
ま
ど
ろ
み
状
態
の

と
き
と
か
、
庭
で
草
む
し
り
を
し
て
い

る
と
き
な
ど
に
出
る
の
で
す
。
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ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
で
記
憶
力
世
界
一
を

六
年
間
維
持
し
た
、
ソ
ニ
ー
の
友
寄
英

哲
さ
ん
は
円
周
率
を
4
万
桁
の
ど
の
桁

か
ら
で
も
言
え
ま
し
た
。
や
は
り
昭
和

48
年
に
友
寄
さ
ん
が
こ
ち
ら
が
指
定
し

た
場
所
か
ら
円
周
率
を
言
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
き
の
脳
波
を
測
定
し
ま
し

た
。
そ
う
し
ま
す
と
、
ア
ル
フ
ァ
波
が

強
く
出
て
い
る
と
き
に
は
、
円
周
率
を

言
う
ス
ピ
ー
ド
が
か
な
り
速
く
な
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ち
ょ
っ
と
つ
っ
か

え
た
と
き
に
は
、
ほ
と
ん
ど
ア
ル
フ
ァ

波
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
深
呼
吸
を
し
た

り
、
左
手
を
こ
す
っ
た
り
、
天
井
の
方

に
目
を
向
け
た
り
し
て
、
ま
た
ア
ル
フ

ァ
波
が
出
だ
す
と
数
字
が
出
て
く
る
の

で
す
。
ア
ル
フ
ァ
波
の
強
さ
と
回
想
す

る
速
さ
は
対
応
し
て
い
る
な
、
と
い
う

印
象
を
も
ち
ま
し
た
。

友
寄
さ
ん
が
円
周
率
を
想
起
し
て
い

る
と
き
の
脳
波
は
9
・
8
ヘ
ル
ツ
が
特

徴
で
し
て
、
毎
朝
30
分
瞑
想
し
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
瞑
想
し
て
い
る
と
き
の

脳
波
は
9
・
1
ヘ
ル
ツ
が
強
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。

そ
の
後
円
周
率
の
記
憶
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
人
々
は
沢
山
い
て
、
2
0
0
7

年
原
口
證
さ
ん
が
円
周
率
10
万
桁
の
暗

唱
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
皆
さ
ん

に
印
象
づ
け
た
い
の
は
、
友
寄
さ
ん
は

45
歳
で
世
界
記
録
を
作
っ
た
の
で
す
が
、

原
口
さ
ん
は
60
歳
で
10
万
桁
に
成
功
し

て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
記
憶
力
は

ほ
と
ん
ど
年
齢
は
関
係
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

こ
う
い
う
記
憶
は
好
奇
心
が
一
番
大

事
で
あ
り
、
友
寄
さ
ん
や
原
口
さ
ん
も
、

数
字
を
文
字
に
変
換
し
て
ス
ト
ー
リ
ー

と
し
て
記
憶
し
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
違
う
分
野
で
す
が
「
ハ
タ
・
ヨ

ガ
」
は
、
緊
張
が
伴
っ
た
ア
ー
サ
ナ
の

と
き
に
は
、
12
・
5
ヘ
ル
ツ
ほ
ど
の
フ

ァ
ー
ス
ト
・
ア
ル
フ
ァ
波
が
強
く
出
て
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
集
中
状
態
の
サ
バ
・

ア
ー
サ
ナ
（
屍
の
ポ
ー
ズ
）
の
と
き
に

は
9
・
9
ヘ
ル
ツ
の
ミ
ッ
ド
・
ア
ル
フ

ァ
波
が
出
ま
す
。

訓
練
を
積
ん
で
フ
ァ
ー
ス
・
ア
ル
フ

ァ
波
→
ミ
ッ
ド
・
ア
ル
フ
ァ
波
の
反
射

が
で
き
て
い
ま
す
と
、
日
常
生
活
で
大

変
だ
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
き
に

も
、
冷
静
で
落
ち
着
い
た
対
応
が
で
き

ま
す
。

皆
さ
ん
に
お
奨
め
し
た
い
の
で
す
が
、

朝
起
き
た
と
き
に
、
目
が
覚
め
た
ら
、

何
も
考
え
ず
に
手
を
握
り
し
め
、
歯
を

食
い
し
ば
っ
て
、
布
団
の
中
で
グ
ー
っ

と
背
伸
び
を
し
て
、「
よ
く
寝
た
!
」
と

毎
朝
思
う
と
、
フ
ァ
ー
ス
・
ア
ル
フ
ァ

波
→
ミ
ッ
ド
・
ア
ル
フ
ァ
波
の
反
射
が

で
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
日
中
「
大
変

だ
!
」
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
落
ち

着
い
て
対
応
で
き
ま
す
し
、
ス
ポ
ー
ツ

選
手
が
本
番
で
緊
張
す
る
場
面
で
も
実

力
が
発
揮
で
き
ま
す
。

間
違
っ
て
も
朝
目
が
覚
め
た
と
き
に
、

「
眠
い
!
」
と
思
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
う
す
る
と
脳
の
中
で
思
い
方
と
し
て

は
眠
る
方
向
に
ど
ん
ど
ん
行
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
職
場
や
学
校
に
行

っ
て
、
必
ず
居
眠
り
し
ま
す
。
逆
に
、

た
と
え
3
時
間
睡
眠
で
あ
ろ
う
と
、
3

時
間
は
よ
く
寝
た
の
で
す
か
ら
「
よ
く

寝
た
!
」
と
思
う
ほ
う
が
い
い
の
で
す
。

朝
起
き
た
と
き
の
思
い
方
で
、
そ
の
日

の
覚
醒
状
況
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
を

頭
に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

右
脳
と
左
脳
の
脳
波
を
同
時
に
計
測

し
な
が
ら
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
位
相
を

計
算
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
近
似
的

に
「
コ
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
係
数
」
と
い
う
の

を
計
算
し
て
、
コ
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見

て
い
く
と
、
あ
る
程
度
脳
波
の
位
相
が

揃
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
分
か
る
の
で
、

ソ
フ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
自
分
の
右
脳

と
左
脳
が
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
（
周
波
数
、

位
相
が
揃
っ
た
状
態
）
に
な
る
と
、
音

が
出
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
例
え
ば
ス

ロ
ー
・
ア
ル
フ
ァ
波
で
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト

に
な
る
と
音
楽
が
聞
こ
え
て
き
て
、
ミ

ッ
ド
・
ア
ル
フ
ァ
波
で
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト

に
な
る
と
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
て

き
て
、
さ
ら
に
音
楽
を
背
景
に
し
な
が

ら
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
る
と
す
ご

く
い
い
状
態
だ
と
分
か
る
よ
う
に
す
る

と
、
脳
は
ど
ん
ど
ん
学
習
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
、
見
事
に
脳
波
が
コ
ヒ
ー

レ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト

に
な
っ
た
ら
何
が
い
い
こ
と
あ
る
の
?

と
い
う
の
は
ま
た
後
で
述
べ
ま
す
。

こ
ん
な
実
験
を
し
ま
し
た
。

協
力
し
て
く
れ
る
方
を
9
名
選
び
、

あ
る
程
度
「
自
律
訓
練
法
」
を
既
に
習

得
し
た
方
4
名
を
お
手
本
と
し
て
、
計

測
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
自
律

訓
練
法
」
の
ポ
イ
ン
ト
は“
感
知
の
度

合
い
”
す
な
わ
ち
、
手
の
ひ
ら
が
す
ご

く
温
か
く
感
じ
た
ら
2
点
、
少
し
温
か

く
感
じ
た
ら
1
点
、
全
く
感
じ
な
か
っ

た
ら
0
点
、
そ
れ
か
ら
お
腹
が
す
ご
く

温
か
く
感
じ
た
ら
2
点
、
お
腹
が
少
し

温
か
く
感
じ
た
ら
1
点
、
全
く
感
じ
な

か
っ
た
ら
0
点
、
さ
ら
に
額
が
す
ご
く

涼
し
い
と
感
じ
た
ら
2
点
、
額
が
少
し

涼
し
い
と
感
じ
た
ら
1
点
、
全
く
感
じ

な
か
っ
た
ら
0
点
、
と
い
う
よ
う
に
申

告
し
て
も
ら
っ
て
ス
コ
ア
を
出
し
ま
す
。

合
計
4
点
以
上
を
エ
ク
ス
パ
ー
ト
と
し
、

3
点
以
下
は
ビ
ギ
ナ
ー
と
位
置
づ
け
て
、
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こ
れ
か
ら
「
自
律
訓
練
法
」
を
ビ
ギ
ナ

ー
に
対
し
て
、
で
き
る
だ
け
エ
ク
ス
パ

ー
ト
に
近
づ
く
よ
う
に
指
導
し
て
い
く

わ
け
で
す
。
結
構
時
間
が
か
か
り
、
3

ヶ
月
か
ら
6
ヶ
月
か
か
り
ま
す
。

右
脳
と
左
脳
の
位
相
を
み
ま
す
と
、

エ
ク
ス
パ
ー
ト
は
ア
ル
フ
ァ
波
の
位
相

は
概
ね
揃
っ
て
い
ま
す
が
、
ビ
ギ
ナ
ー

の
位
相
は
バ
ラ
バ
ラ
で
す
。
10
ヘ
ル
ツ

の
右
脳
と
左
脳
の
位
相
差
分
布
の
エ
ン

ト
ロ
ピ
ー
と
気
づ
き
の
ス
コ
ア
に
つ
い

て
相
関
関
係
を
み
る
と
、
ビ
ギ
ナ
ー
は

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
が
高
く
て
気
づ
き
の
ス

コ
ア
は
低
く
、
エ
ク
ス
パ
ー
ト
は
エ
ン

ト
ロ
ピ
ー
が
低
く
て
気
づ
き
の
ス
コ
ア

が
高
く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
右
脳
と

左
脳
の
ア
ル
フ
ァ
波
の
コ
ヒ
ー
レ
ン
シ

ー
が
高
い
ほ
ど
、
気
づ
き
が
鋭
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
か
ら
先
は
私
の
推
測
に
な
り
ま

す
が
、
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
値
が
ど
ん
ど

ん
下
が
っ
て
1
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、

E
S
P
あ
る
い
は
P
K
が
生
じ
て
く
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
思
い
ま
す
。

E
S
P
の
強
い
人
や
P
K
の
強
い
人
を

測
定
す
る
と
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
値
は
相

当
低
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

先
ほ
ど
の
自
律
訓
練
法
に
つ
い
て
、

ビ
ギ
ナ
ー
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
装
置
を

使
わ
な
い
で
通
常
の
訓
練
法
で
練
習
す

る
と
、
や
は
り
6
ヶ
月
は
か
か
り
ま
す
。

そ
こ
で
音
が
出
る
装
置
を
使
っ
て
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
ま
す

と
、
ほ
ぼ
4
週
間
で
習
得
で
き
ま
す
。

ま
た
別
の
お
話
を
し
ま
す
と
、
平
成

13
年
に
山
梨
県
に
あ
る
全
寮
制
の
日
本

航
空
高
等
学
校
に
招
か
れ
て
、
野
球
部

の
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導
を

し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
夏
の
甲
子
園

は
1
回
出
て
1
回
戦
で
敗
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
年
は
夏
の
県
大
会
で
優
勝
し

て
甲
子
園
に
出
場
し
、
甲
子
園
で
も
強

豪
に
勝
ち
3
回
戦
ま
で
勝
ち
上
が
り
ま

し
た
。
本
番
の
緊
張
す
る
場
面
で
選
手

は
実
力
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
理
事
長
先
生
か
ら
「
も
う
野

球
部
だ
け
で
な
く
、
全
校
生
徒
に
メ
ン

タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
や
っ
て
く
れ
。」

と
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

野
球
部
で
し
た
ら
、
甲
子
園
に
出
た

り
勝
敗
で
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

効
果
が
分
か
り
ま
す
が
、
一
般
の
学
生

に
は
何
が
ど
う
な
の
?
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
お
遊
び
半
分
で「
右

脳
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
称
し
ま
し
て
、

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
な
が
ら

E
S
P
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
透
視
力
実

験
を
私
の
授
業
の
時
間
に
や
り
ま
し
た
。

「
○
、
□
、
☆
、
+
、
波
」
の
5
種

類
の
カ
ー
ド
×
5
枚
＝
25
枚
の
E
S
P

カ
ー
ド
を
透
視
で
当
て
る
の
で
す
が
、

偶
然
確
率
の
平
均
値
は
5
枚
で
す
が
、

平
成
13
年
は
全
校
生
徒
で
な
ん
と
25
枚

全
部
当
て
た
生
徒
が
3
名
出
ま
し
た
。

翌
年
の
平
成
14
年
に
は
も
っ
と
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
、
25
枚
全
部
当
て

た
生
徒
が
13
名
も
出
て
き
た
の
で
す
。

こ
れ
で
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
勘

が
良
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
透
視
力
ま

で
身
に
つ
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う

で
す
。
25
枚
当
て
た
生
徒
の
一
人
が
柔

道
部
の
主
将
で
し
た
が
、
柔
道
の
成
績

も
俄
然
良
く
な
っ
て
、
柔
道
の
山
梨
県

大
会
で
優
勝
し
ま
し
た
。
や
は
り
副
次

的
成
果
が
一
杯
出
て
き
ま
す
。

※
こ
こ
で
参
加
者
全
員
で
G 

C 

N

（
世
界
意
識
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
：Global 

Consciousness N
etw

ork

）の
5
分
間

瞑
想
を
行
う
。「
よ
か
っ
た
!
」
と
思
い

な
が
ら
息
を
吸
い
、「
あ
り
が
と
う
!
」

と
思
い
な
が
ら
、
息
を
吐
き
ま
す
（
詳

し
く
は
サ
イ
ト
を
参
照
願
い
ま
す
）。

　

30
年
位
前
に
な
り
ま
す
が
、
当
時
自

分
が
所
属
し
て
い
た
研
究
所
で
、
佐
々

木
茂
美
先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

透
視
能
力
者
の
Y
H
君
の
脳
波
測
定
を

し
ま
し
た
。

被
験
者
を
目
隠
し
を
し
て
、
目
の
前

に
画
を
置
い
て
透
視
さ
せ
る
と
、
ほ
ぼ

同
じ
よ
う
な
画
を
描
く
の
で
す
。
彼
の

説
明
で
は
第
三
の
眼
の
延
長
線
上
の
メ

ン
タ
ル
ス
ク
リ
ー
ン
上
に
画
が
映
る
と

い
う
の
で
す
。
自
分
が
使
っ
て
い
る
鉛

筆
の
先
も
メ
ン
タ
ル
ス
ク
リ
ー
ン
上
に

映
る
の
で
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
描
く
と

い
う
の
で
す
。
や
は
り
人
間
の
五
感
と

は
も
う
ひ
と
つ
違
う
感
覚
、
い
わ
ゆ
る

第
六
感
が
働
き
な
が
ら
脳
で
情
報
を
処

理
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

こ
の
と
き
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

研
究
所
な
の
で
酒
な
ど
は
な
い
の
で
す

が
、
ニ
ッ
カ
の
G
&
G
の
広
告
写
真
を

目
の
前
に
置
き
ま
す
と
、
ア
ル
フ
ァ
波

が
強
く
出
て
く
る
の
で
す
が
、
よ
く
分

か
ら
な
い
と
言
い
、
た
だ「
酒
臭
い
」
と

騒
ぎ
出
し
て
、「“
G
”が
二
つ
あ
る
な
、

真
ん
中
に
ト
ー
ン
記
号
み
た
い
の
が
あ

る
」、
そ
の
後
ボ
ト
ル
み
た
い
の
が
見
え

て
き
て
、「
な
ん
だ
こ
れ
は
ウ
イ
ス
キ
ー

か
、
だ
か
ら
臭
い
ん
だ
!
」
と
言
い
ま

し
た
。
結
局
、
嗅
覚
が
先
に
働
い
た
の

で
す
。

研
究
所
の
助
手
が
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
と
1
2
0
円
と
描
い
た
画
を
、
目
の
前

に
置
く
と
、
舌
な
め
ず
り
を
し
て
、「
口

の
中
が
冷
た
く
な
っ
て
き
た
、
甘
い
!
」
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と
言
う
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
1
2
0
円

が
見
え
て
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
画
が

描
け
る
の
で
す
。
嗅
覚
の
次
は
味
覚
が

先
に
感
じ
る
よ
う
で
す
。

太
陽
と
そ
の
下
に
ひ
ま
わ
り
の
画
を

描
い
て
、
透
視
さ
せ
る
と
、
冷
房
の
効

い
た
部
屋
な
の
に
「
暑
い
!
」
と
言
い

な
が
ら
、
汗
を
出
し
て
い
る
の
で
す
。

皮
膚
感
覚
＝
触
覚
が
そ
の
次
に
働
く
よ

う
で
す
。

森
の
画
を
透
視
さ
せ
る
と
、
小
川
の

せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え
て
か
ら
、
森
の
画

が
見
え
る
の
で
、
聴
覚
が
次
に
働
く
よ

う
で
す
。

五
感
で
は
視
覚
が
一
番
強
い
で
す
が
、

精
神
的
な
感
覚
で
は
、
嗅
覚
→
味
覚
→

触
覚
→
聴
覚
→
視
覚
の
順
で
感
じ
る
よ

う
で
す
。
彼
は
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ア
ル
フ

ァ
波
が
特
徴
で
し
た
。
こ
の
当
時
は
位

相
差
を
測
定
す
る
手
段
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
も
し
測
定
で
き
て
い
た
ら
、

右
脳
と
左
脳
の
位
相
差
が
ぴ
っ
た
り
合

っ
た
と
き
に
見
事
に
透
視
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
10
年
位
は
2
人
の
人
間
の
脳
波

の
シ
ン
ク
ロ
に
す
ご
く
興
味
を
も
っ
て

い
ま
し
て
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
や
遠
隔
透
視

な
ど
の
作
用
力
に
つ
い
て
、
残
念
な
が

ら
科
学
的
に
は
ま
だ
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
明

確
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ

な
仮
説
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
説
が
注

目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
は
お
い
お
い

選
択
さ
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
今
の
と
こ
ろ
私
は
い
ろ
い
ろ
な
説

を
等
距
離
に
み
て
お
り
ま
す
。
た
だ
現

象
面
と
し
て
は
、
脳
波
は
非
常
に
関
連

が
あ
る
な
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
で

す
か
ら
2
人
の
脳
波
間
の
共
鳴
と
か
引

き
込
み
現
象
は
、
観
察
と
し
て
は
あ
る

の
で
す
が
、
な
ぜ
あ
る
の
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
被
験
者
A
さ
ん
の
脳
波
と

被
験
者
B
さ
ん
の
脳
波
を
重
ね
て
み
ま

す
。
ま
っ
た
く
独
立
の
脳
で
す
か
ら
重

な
る
方
が
お
か
し
い
は
ず
で
す
が
、
根

気
よ
く
測
定
し
て
い
ま
す
と
、
偶
然
に

し
て
は
お
か
し
い
く
ら
い
に
脳
波
が
揃

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
例
と
し
て
、
メ
イ
さ
ん
と
い
う
カ

リ
ス
マ
美
容
師
に
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
し
て

も
ら
う
と
、
き
れ
い
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
体
調
が
良
く
な
っ
た
り
、
仕
事
面

が
良
く
な
っ
た
り
で
評
判
に
な
っ
て
、

ご
指
名
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

メ
イ
さ
ん
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
脳
波
を

測
定
す
る
と
、
や
は
り
揃
う
と
き
が
多

く
、
メ
イ
さ
ん
の
脳
波
が
相
手
に
移
っ

て
体
調
が
良
く
な
っ
た
り
、
仕
事
が
う

ま
く
い
く
の
か
?
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
先
ほ
ど
の
右
脳
と
左
脳
の
位

相
を
測
定
す
る
ソ
フ
ト
で
、
そ
の
ま
ま

2
人
の
被
験
者
の
脳
波
の
シ
ン
ク
ロ
を

調
べ
て
み
ま
し
た
。
鍼
灸
院
に
行
っ
て
、

鍼
灸
師
と
患
者
さ
ん
の
間
の
脳
波
を
同

時
に
調
べ
ま
す
。
最
初
は
鍼
灸
治
療
を

し
な
い
状
態
で
2
人
を
測
定
し
ま
す
と

脳
波
に
は
ほ
ぼ
相
関
が
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
治
療
を
始
め
る
と
触
診
の
段
階
で

2
人
の
脳
波
が
シ
ン
ク
ロ
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
鍼
灸
の
先
生
に
「
先
生
失
礼
な

こ
と
を
言
い
ま
す
け
れ
ど
、
鍼
が
無
く

て
も
治
せ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
?
」

先
生
は
「
私
も
そ
う
は
思
う
け
ど
、
鍼

を
立
て
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
す

か
ら
。」
と
答
え
ま
し
た
。

鍼
灸
師
の
脳
内
の
健
康
情
報
が
患
者

さ
ん
の
脳
内
に
あ
っ
て
抑
え
ら
れ
て
い

る
健
康
情
報
が
タ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て
、

元
気
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

推
測
し
て
い
ま
す
。
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
も

そ
う
で
す
し
、
指
圧
と
か
マ
ッ
サ
ー
ジ

と
か
エ
ス
テ
と
か
ヘ
ア
カ
ッ
ト
な
ど
、

人
と
人
が
相
対
し
て
い
る
と
、
技
術
を

も
っ
た
方
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
対
し
て

サ
ー
ビ
ス
の
意
識
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

脳
波
が
共
鳴
し
や
す
い
の
だ
と
思
い
ま

す
。こ

れ
は
昨
年
清
田
益
章
君
が
知
り
合

い
に
対
し
て
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
し
て
い
る

写
真
で
す
が
、
ス
ロ
ー
・
ア
ル
フ
ァ
波

で
強
い
シ
ン
ク
ロ
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
や
り
と
り
を
し
て
い
る
う
ち

に
相
手
の
方
は
元
気
が
出
て
き
ま
す
。

ス
ロ
ー
・
ア
ル
フ
ァ
波
の
周
波
数
は
ほ

ぼ
7
・
8
～
7
・
9
ヘ
ル
ツ
の
あ
た
り

で
、
こ
れ
は
シ
ュ
ー
マ
ン
レ
ゾ
ナ
ン
ス

と
同
じ
周
波
数
と
な
り
、
多
分
人
間
の

脳
の
奥
の
方
の
ク
ロ
ッ
ク
ジ
ェ
ネ
レ
ー

タ
ー
は
ペ
ー
ス
が
シ
ュ
ー
マ
ン
レ
ゾ
ナ

ン
ス
と
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
素
直
に

発
揮
で
き
る
よ
う
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

だ
と
健
康
体
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
を
清
田
君
の
脳
か
ら
相
手
の
脳
に

タ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
、
正
常
に
戻
す
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
八
十
二
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

“
フ
ル
ー
ツ
の
精
”
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　

講
師　

中
野　

瑞
樹 

氏

　
　
　
　
　
　
（
フ
ル
ー
ツ
の
伝
道
師
）

と
き　
　

平
成
25
年
10
月
19
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
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中
野
氏
は
平
成
13
年
に
京
都
大
学
大

学
院（
農
学
修
士
）
修
了
。
ア
メ
リ
カ
国

立
海
洋
気
象
局（
N
O
A
A
）
客
員
研

究
員
。
平
成
13
年
4
月
～
平
成
17
年
3

月
東
京
大
学
大
学
院（
工
学
部
）
教
員
。

平
成
18
年
5
月
に
起
業
、
企
業
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
研
修
、
食
学
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

多
数
。

2
0
0
9
年
5
月“
フ
ル
ー
ツ
の
精
”

よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
て
5
年
半
。

そ
の
後
、
食
欲
の
調
整
期
間
を
経
て
、

2
0
0
9
年
9
月
28
日
よ
り
、「
フ
ル
ー

ツ
は
総
合
食
で
あ
る
」
と
い
う
仮
説
の

も
と
、
実
験
と
し
て
、
水
も
お
茶
も
飲

ま
ず
、
お
米
も
パ
ン
や
豆
な
ど
の
穀
類
、

お
肉
も
お
魚
も
、
野
菜
（
果
菜
類
を
除

く
）も
一
切
摂
ら
ず
、
フ
ル
ー
ツ
中
心
の

果
実
だ
け
の
食
生
活
（
基
本
は
生
食
）

を
送
る
。
2
0
1
3
年
10
月
19
日
現
在

で
、
1
4
8
3
日
目
と
な
る
。
フ
ル
ー

ツ
以
外
の
も
の
と
し
て
は
、
果
菜
類（
ト

マ
ト
、
き
ゅ
う
り
な
ど
）や
ナ
ッ
ツ（
栗

な
ど
）
や
梅
干
し（
塩
だ
け
の
も
の
）
な

ど
を
た
ま
に
食
べ
る
。
ナ
ッ
ツ
や
梅
干

し
な
ど
に
は
塩
分
が
含
ま
れ
る
の
で
、

塩
は
少
々
摂
取
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

い
わ
ゆ
る
フ
ル
ー
タ
リ
ア
ン
（
果
食

主
義
者
）
に
分
類
さ
れ
る
が
、
日
本
で

は
、
徹
底
し
た
フ
ル
ー
タ
リ
ア
ン
は
私

だ
け
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
ス
マ
ト

ラ
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
も
フ
ル
ー
タ
リ
ア

ン
で
あ
る
。

一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
、「
フ
ル
ー

ツ
は
甘
い
か
ら
太
る
」「
フ
ル
ー
ツ
は

陰
の
食
べ
物
だ
か
ら
身
体
を
冷
や
す
」

「
フ
ル
ー
ツ
は
果
糖
が
多
い
か
ら
摂
り

す
ぎ
る
と
糖
尿
病
に
な
る
」
は
私
の
身

体
に
お
い
て
は
誤
り
で
あ
っ
た
。
体
重

62
・
1
→
50
・
6
㎏
、
ウ
エ
ス
ト
が

73
→
60
・
8
㎝
（
身
長
1
7
2
㎝
）。
始

め
て
半
年
で
36
・
1
度
が
36
・
6
度
と

子
供
の
頃
の
体
温
に
戻
っ
た
。
ち
な
み

に
現
在
ま
で
の
所
は
糖
尿
病
に
な
っ
て

い
な
い
。

1
．
フ
ル
ー
ツ
の
基
本

や
ま
と
こ
と
ば
で
あ
る
“
く
だ
も
の
”

と
は
、
け
だ
も
の（
毛
の
た
く
さ
ん
あ

る
物
）
と
同
じ
く
、“
く
の
も
の
”
つ
ま

り
“
く
”
に
な
っ
て
い
る
物
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。“
く
”
と
は
、
古
事
記
・
日
本

書
紀
に
現
れ
、
五
行
の
木
の
神
で
あ
る
、

ク
ク
ノ
チ（
木
木
の
霊
）
の
ク
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
く
だ
も
の
の
原
意
は
、
木
に

実
っ
て
い
る
も
の
、
と
い
う
こ
と
で
、

木
本
性
果
実
の
こ
と
を
指
す
。
ま
た
、

漢
字
の“
果
”の
字
も
、
木
に
実
が
な
っ

て
い
る
象
形
文
字
で
あ
る
。

農
水
省
の
定
義
も
、
右
記
に
な
ら
っ

て
お
り
、
木
本
性
果
実
の
こ
と
を
果
実

類
、
ト
マ
ト
や
イ
チ
ゴ
や
ス
イ
カ
な
ど
、

草
本
性
果
実
の
こ
と
を
果
実
的
野
菜
と

し
て
い
る
。
た
だ
し
草
本
性
で
あ
っ
て

も
例
外
的
に
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
や
バ
ナ

ナ
な
ど
多
年
生
の
も
の
は
、
果
実
類
に

分
類
し
て
い
る
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

一
方
で
、
フ
ル
ー
ツ
は
英
語
の

f
r
u
i
t
由
来
の
外
来
語
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
、
果
実
の
う
ち
、
甘
い
か

酸
っ
ぱ
い
か
甘
酸
っ
ぱ
い
も
の
を
、
私

た
ち
は
“
フ
ル
ー
ツ
”
と
呼
ん
で
い
る
。

果
物
で
は
あ
っ
て
も
、
ア
ボ
カ
ド
や
栗

は
、
甘
く
も
酸
っ
ぱ
く
も
な
い
の
で
、

通
常
フ
ル
ー
ツ
と
は
呼
ば
な
い
。
同
様

に
、
キ
ュ
ウ
リ
や
ナ
ス
な
ど
も
、
甘
く

も
酸
っ
ぱ
く
も
な
い
の
で
フ
ル
ー
ツ
と

は
呼
ば
な
い
。
今
後
、
フ
ル
ー
ツ
ト
マ

ト
の
よ
う
な
甘
味
の
強
い
品
種
が
多
く

な
っ
て
く
れ
ば
、
ト
マ
ト
も
フ
ル
ー
ツ

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
果
実
は
、
液
果
類
と
乾
果
類

に
分
け
ら
れ
る
。
液
果
類
は
、
一
般
的

な
フ
ル
ー
ツ
や
、
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ

な
ど
水
分
の
多
い
果
菜
類
の
こ
と
で
あ

る
。
乾
果
類
と
は
、
ナ
ッ
ツ
や
穀
類
の

こ
と
で
あ
る
。

私
は
、
液
果
類
と
乾
果
類
を
更
に
、

木
本
性
と
草
本
性
に
分
け
て
考
え
て
い

る
。
①
木
本
性
フ
ル
ー
ツ
（
り
ん
ご
、

み
か
ん
な
ど
）
②
木
本
性
果
物
（
ア
ボ

カ
ド
）
③
草
本
性
フ
ル
ー
ツ
（
ス
イ
カ
、

メ
ロ
ン
、
イ
チ
ゴ
な
ど
）
④
草
本
性
野

菜
（
果
菜
類
：
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、

ナ
ス
な
ど
）
⑤
木
本
性
果
実
（
木
本
性

種
実
類
：
栗
、
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
、
ク

ル
ミ
な
ど
）
⑥
草
本
性
果
実
（
草
本
性

種
実
類
：
落
花
生
な
ど
）
⑦
草
本
性
果

実
（
穀
類
：
米
、
麦
、
豆
類
）

①
か
ら
⑥
の
う
ち
、
私
が
現
在
食
べ

て
い
る
の
は
、
①
～
④
で
あ
り
、
①
③

が
主
食
で
、
②
④
⑤
が
補
助
食
で
あ
る
。

⑥
⑦
は
全
く
食
べ
な
い
。

現
代
栄
養
学
で
は
、
炭
水
化
物
を
一

緒
に
し
て
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
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性
質
は
大
き
く
異
な
る
。
栄
養
学
で
は
、

炭
水
化
物
は
、
ま
ず
体
内
の
消
化
酵
素

で
消
化
さ
れ
る
糖
質
と
、
消
化
酵
素
で

は
消
化
さ
れ
な
い
食
物
繊
維
に
分
け
ら

れ
る
。

糖
質
は
、
単
糖
類
（
ブ
ド
ウ
糖
、
果

糖
な
ど
）
と
少
糖
類
（
シ
ョ
糖
、
麦
芽

糖
な
ど
）
と
多
糖
類
（
デ
ン
プ
ン
、
グ

リ
コ
ー
ゲ
ン
な
ど
）
に
分
け
ら
れ
る
。

単
糖
類
は
そ
れ
以
上
消
化
分
解
す
る
必

要
が
な
い
の
で
、
ブ
ド
ウ
糖
や
果
糖
だ

け
な
ら
ば
す
ぐ
に
小
腸
で
吸
収
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
補
酵
素
が
不

足
し
て
い
る
と
、
代
謝
し
き
れ
な
い
の

で
、
糖
を
分
解
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取

り
出
せ
な
い
。
摂
り
す
ぎ
た
場
合
は
、

貯
蔵
物
質
と
し
て
中
性
脂
肪
に
変
わ
る

恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
単
糖
類
は
菌
類
な

ど
も
利
用
し
や
す
い
の
で
、
ワ
イ
ン
な

ど
の
よ
う
に
発
酵
す
る
。

少
糖
類
は
、
単
糖
類
が
2
～
10
個
つ

な
が
っ
た
物
を
言
う
。
砂
糖
の
主
成
分

で
あ
る
シ
ョ
糖
は
、
ブ
ド
ウ
糖
と
果
糖

が
一
つ
ず
つ
か
ら
な
っ
て
い
る
。
い
わ

ゆ
る
オ
リ
ゴ
糖
と
言
わ
れ
る
も
の
も
少

糖
類
に
分
類
さ
れ
る
。
シ
ョ
糖
は
、
小

腸
内
で
消
化
酵
素
に
よ
っ
て
ブ
ド
ウ
糖

と
果
糖
に
分
解
さ
れ
て
か
ら
、
吸
収
さ

れ
る
。
植
物
性
多
糖
類
で
あ
る
デ
ン
プ

ン
は
、
ブ
ド
ウ
糖
が
数
千
か
ら
数
百
万

つ
な
が
っ
た
も
の
で
、
本
来
貯
蔵
物
質

で
あ
る
。
そ
の
ま
ま
で
は
発
酵
し
な
い

の
で
、
加
水
分
解
な
ど
し
な
い
と
発
酵

食
品
を
作
れ
な
い
。
体
内
に
お
い
て
も
、

唾
液
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
、
腸
内
ア
ミ
ラ
ー
ゼ

な
ど
、
か
な
り
の
量
の
消
化
酵
素
が
必

要
に
な
る
。
ご
飯
を
食
べ
て
甘
く
感
じ

る
の
は
、
唾
液
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
に
よ
っ
て
、

デ
ン
プ
ン
の
一
部
が
甘
味
の
あ
る
麦
芽

糖
に
分
解
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
胃
腸

で
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
デ
ン

プ
ン
質
食
品
を
食
べ
る
時
は
、
よ
く
噛

ん
だ
方
が
よ
い
。

食
物
繊
維
は
、
水
溶
性
食
物
繊
維（
ペ

ク
チ
ン
な
ど
）と
不
溶
性
食
物
繊
維（
セ

ル
ロ
ー
ス
、
リ
グ
ニ
ン
な
ど
）に
分
け
ら

れ
る
。
特
に
水
溶
性
食
物
繊
維
は
、
大

腸
内
な
ど
の
善
玉
腸
内
細
菌
の
餌
に
な

る
の
で
、
乳
酸
菌
な
ど
善
玉
菌
が
増
え
、

大
腸
内
環
境
P
H
を
酸
性
に
し
て
く
れ

る
と
い
う
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

肉
摂
取
が
多
い
と
、
一
般
に
悪
玉
菌
が

増
え
大
腸
内
P
H
が
中
性
に
な
る
。

ま
た
、
動
物
性
食
で
は
大
腸
内
の
腸

内
細
菌
に
よ
る
分
解
作
用
に
よ
り
、
悪

臭
を
伴
う
イ
ン
ド
ー
ル
や
ス
カ
ト
ー
ル

や
硫
化
水
素
な
ど
窒
素
や
硫
黄
系
ガ
ス

が
生
じ
る
が
、
そ
れ
ら
の
ガ
ス
も
ペ
ク

チ
ン
に
よ
る
排
出
効
果
が
あ
る
。
さ
ら

に
日
本
人
は
魚
摂
取
に
よ
り
水
銀
な
ど

の
重
金
属
類
を
体
内
に
溜
め
が
ち
と
言

わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
重
金
属
類
の
排
出

（
キ
レ
ー
ト
）
効
果
が
水
溶
性
食
物
繊
維

に
は
あ
る（
富
山
医
科
薬
科
・
田
澤
博

士
）。
フ
ル
ー
ツ
に
含
ま
れ
る
ク
エ
ン
酸

や
リ
ン
ゴ
酸
な
ど
有
機
酸
に
も
重
金
属

排
出
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
ネ
ス
テ
レ
ン
コ
博

士
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
放
射
性
元
素
で

あ
る
セ
シ
ウ
ム
1
3
7
の
排
出
も
4
倍

の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

一
般
に
野
菜
と
一
括
り
に
し
て
考
え

が
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
形
態
に
よ

っ
て
栄
養
が
全
く
異
な
る
。
葉
菜
や
茎

菜
で
は
水
分
の
他
は
食
物
繊
維
が
主
で

あ
り
、
根
菜
で
は
水
分
の
他
は
食
物
繊

維
と
デ
ン
プ
ン
質
が
多
く
な
る
。
穀
類

や
ナ
ッ
ツ
な
ど
は
、
水
分
は
少
な
く
、

貯
蔵
物
質
で
あ
る
デ
ン
プ
ン
が
多
く
な

る
。一

方
で
、
水
分
が
多
く
熟
れ
た
フ
ル

ー
ツ
の
炭
水
化
物
は
、
デ
ン
プ
ン
は
無

く
な
り
、
ブ
ド
ウ
糖
や
果
糖
の
単
糖
類

や
シ
ョ
糖
な
ど
の
二
糖
類
が
主
体
に
な

る
。
ま
た
水
溶
性
食
物
繊
維
の
分
子
量

も
小
さ
く
な
り
、
よ
り
先
述
の
排
出
効

果
が
高
く
な
る（
富
山
医
科
薬
科
・
田

澤
博
士
）。
カ
キ
は
便
秘
に
な
る
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
食
物
繊

維
の
分
子
量
が
大
き
い
固
い
カ
キ
だ
か

ら
で
あ
り
、
熟
れ
た
こ
と
で
分
子
量
の

小
さ
く
な
っ
た
柔
ら
か
い
カ
キ
で
は
当

て
は
ま
ら
な
い
。

少
な
く
と
も
主
た
る
伝
統
宗
教
に
お

い
て
、
肉
類
な
ど
と
異
な
り
、
フ
ル
ー

ツ
に
禁
止
や
制
限
は
な
く
、
む
し
ろ
好

意
的
に
捉
え
ら
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
・

ユ
ダ
ヤ
教
・
ユ
ダ
ヤ
教
の
共
通
聖
典
で

あ
る
旧
約
聖
書
の
創
世
記
に
は
エ
デ
ン

の
楽
園
が
出
て
く
る
が
、
食
し
て
い
る

物
は
木
の
実
で
あ
る
。
ま
た
ヒ
ン
ズ
ー

教
・
仏
教
・
ジ
ャ
イ
ナ
教
な
ど
、
バ
ラ

モ
ン
教
系
宗
教
に
お
い
て
は
、
不
殺
生

の
ア
ヒ
ン
サ
ー
教
義
が
あ
る
。
ジ
ャ
イ

ナ
教
は
特
に
厳
し
く
、
掘
り
起
こ
し
た

時
に
殺
す
恐
れ
が
あ
る
か
ら
と
、
根
菜

類
も
食
べ
な
い
。
イ
ン
ド
の
修
行
者
の

中
に
は
、
熟
れ
た
果
実
だ
け
で
生
活
す

る
者
も
い
る
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
道
教

に
お
い
て
も
、
桃
源
郷
と
い
う
言
葉
が

あ
る
通
り
、
桃
が
不
老
長
寿
の
食
べ
物

と
し
て
昔
か
ら
珍
重
さ
れ
て
い
る
。

孫
悟
空
が
女
仙
の
西
王
母
の
桃
園
か

ら
不
老
長
寿
の
桃
を
盗
み
食
べ
た
話
は

有
名
で
あ
る
。
桃
以
外
で
も
松
の
実
も

仙
人
食
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
る
。
日

本
で
も
古
事
記
に
お
い
て
、
初
め
て
出

て
く
る
食
べ
物
は
フ
ル
ー
ツ
（
ヤ
マ
ブ

ド
ウ
）
で
あ
る
。
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ

ミ
神
話
の
中
に
お
い
て
、
イ
ザ
ナ
ミ
か
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ら
逃
げ
る
の
に
イ
ザ
ナ
ギ
は
、
始
め
は

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
を
、
次
に
櫛
か
ら
変
化
さ

せ
た
タ
ケ
ノ
コ
を
、
最
後
に
は
桃
の
実

3
つ
を
投
げ
つ
け
、
撃
退
に
成
功
す
る
。

ち
な
み
に
桃
の
実
は
、
イ
ザ
ナ
ギ
か
ら
、

オ
ホ
カ
ム
ツ
ミ
と
い
う
神
名
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。

2
．
フ
ル
ー
ツ
と
身
体

も
ち
ろ
ん
個
人
差
が
あ
る
が
適
切
な

食
べ
方
で
フ
ル
ー
ツ
の
量
が
増
え
る
と
、

体
重
や
ウ
エ
ス
ト
が
落
ち
や
す
い
。
特

に
、
こ
れ
ま
で
色
々
な
食
事
制
限
や
運

動
を
し
て
き
て
も
く
び
れ
が
で
き
な
か

っ
た
女
性
が
初
め
て
く
び
れ
が
で
き
た

と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
体
重
・
ウ
エ
ス

ト
の
後
は
、
顔
の
脂
肪
が
取
れ
や
す
い
。

も
ち
ろ
ん
個
人
差
は
あ
る
が
、
運
動
を

し
な
い
フ
ル
ー
ツ
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
は
、

ウ
エ
ス
ト
や
体
重
に
は
変
化
が
出
や
す

い
が
、
始
め
の
う
ち
は
、
体
脂
肪
率
は

落
ち
な
い
。
体
脂
肪
率
に
変
化
が
現
れ

る
の
は
、
数
週
間
後
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

脂
肪
が
代
謝
さ
れ
て
体
重
や
ウ
エ
ス
ト

の
数
値
が
下
が
る
の
は
な
く
、
別
の
要

因
が
あ
る
。
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て

考
え
ら
れ
る
の
は
、
東
洋
医
学
で
言
わ

れ
る
水
毒
（
代
謝
の
悪
い
水
）
排
出
で

あ
る
。

日
本
人
は
、
塩
分
摂
取
が
多
い
と
言

わ
れ
る
が
、
塩
分
つ
ま
り
ナ
ト
リ
ウ
ム

過
多
に
な
る
と
、
細
胞
や
細
胞
間
質
内

の
ナ
ト
リ
ウ
ム
濃
度
が
あ
が
る
た
め
、

浸
透
圧
に
よ
り
、
水
分
量
が
増
え
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
状
態
が
水
毒
で
あ

る
。
細
胞
内
か
ら
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
出
す

た
め
に
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
カ
リ
ウ
ム
ポ

ン
プ
に
よ
り
、
カ
リ
ウ
ム
を
摂
り
込
む

必
要
が
あ
る
。
カ
リ
ウ
ム
が
多
い
食
品

は
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
は
陰
陽

表
で
極
陰
食
物
と
言
わ
れ
る
、
フ
ル
ー

ツ
で
あ
る
。
し
か
し
、
塩
分
や
肉
摂
取

な
ど
で
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
摂
り
が
ち
な
日

本
人
は
、
カ
リ
ウ
ム
の
多
い
フ
ル
ー
ツ

を
積
極
的
に
摂
っ
て
ナ
ト
リ
ウ
ム
排
出

を
行
う
こ
と
が
理
に
適
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
腎
不
全
な
ど
で
高
カ
リ
ウ
ム
血

症
が
疑
わ
れ
る
方
は
、
医
師
の
指
示
に

従
い
、
適
切
な
量
で
の
フ
ル
ー
ツ
摂
取

を
心
掛
け
る
必
要
が
あ
る
。

食
後
の
フ
ル
ー
ツ
は
や
め
た
方
が
よ

い
。
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
・
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
博

士
に
よ
れ
ば
、
フ
ル
ー
ツ
は
空
腹
時
に

食
べ
れ
ば
、
早
け
れ
ば
15
分
で
胃
の
消

化
が
終
る
（
食
物
繊
維
が
多
い
あ
る
い

は
水
分
が
少
な
い
フ
ル
ー
ツ
は
、
15
分

以
上
の
時
間
が
か
か
る
）
が
、
ほ
か
の

も
の
は
通
常
胃
の
消
化
に
3
時
間
程
度

は
か
か
る
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
消
化
吸

収
さ
れ
る
の
に
、
数
時
間
小
腸
を
移
動

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
フ
ル
ー
ツ
は

腐
り
や
す
い
の
が
難
点
で
あ
る
が
、
食

後
の
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
の
食
べ
方
で
は
、

36
度
の
体
内
を
数
時
間
以
上
も
移
動
す

る
中
で
、
腐
敗
発
酵
が
進
ん
で
し
ま
う
。

2
・
1　

お
勧
め
の
フ
ル
ー
ツ
の
食
べ

方（
1
）
と
に
か
く
無
理
や
我
慢
を
し
な

い
フ
ル
ー
ツ
が
身
体
に
い
い
か
ら
と
、

無
理
し
て
い
き
な
り
二
食
三
食
を
フ
ル

ー
ツ
だ
け
に
す
る
の
は
お
勧
め
で
き
な

い
。
腸
内
環
境
が
で
き
て
い
な
い
の
で

栄
養
が
不
足
し
、
身
体
に
不
調
を
き
た

す
。
ま
た
、
脳
が
飢
餓
状
態
だ
と
判
断

す
れ
ば
、
身
体
の
代
謝
が
落
ち
、
い
く

ら
頑
張
っ
て
フ
ル
ー
ツ
ダ
イ
エ
ッ
ト
を

し
て
も
痩
せ
な
い
と
い
う
こ
と
も
起
き

る
恐
れ
が
あ
る
。

（
2
）
朝
一
番
に
、
水
分
の
多
い
フ
ル

ー
ツ
を
摂
取

人
間
の
体
内
時
計
で
は
、
朝
は
排
泄
、

日
中
は
消
化
、
夜
が
吸
収
の
時
間
帯
で

あ
る
。
夜
食
べ
る
と
太
り
や
す
い
の
は
、

身
体
が
吸
収
の
時
間
の
た
め
だ
か
ら
で

あ
る
。
一
方
、
朝
は
胃
や
小
腸
が
活
発

で
は
な
く
、
直
腸
や
膀
胱
な
ど
排
泄
の

時
間
な
の
で
、
食
べ
過
ぎ
は
胃
腸
の
負

担
が
大
き
く
な
る
。
し
か
し
、
朝
に
食

べ
て
胃
が
動
い
て
初
め
て
大
腸
の
排
便

ス
イ
ッ
チ
が
は
い
る
。
つ
ま
り
朝
は
排

泄
の
時
間
で
あ
る
が
、
一
方
で
食
べ
な

い
と
便
秘
に
な
り
や
す
く
な
る
。
こ
の

矛
盾
を
解
決
す
る
の
は
、
消
化
吸
収
が

速
く
、
か
つ
食
物
繊
維
も
含
ま
れ
て
い

る
“
フ
ル
ー
ツ
”
で
あ
る
。

ま
た
朝
の
起
き
た
て
の
コ
ッ
プ
1
杯

2
杯
の
水
が
し
ば
し
ば
勧
め
ら
れ
て
い

る
が
、
水
よ
り
も
水
分
の
多
い
フ
ル
ー

ツ
の
方
が
ず
っ
と
身
体
に
よ
い
。
一
つ

目
の
理
由
は
食
道
の
粘
膜
保
湿
で
あ
る
。

朝
は
呼
吸
に
よ
っ
て
喉
が
乾
燥
し
が
ち

で
あ
る
が
、
水
分
の
多
い
フ
ル
ー
ツ
は

喉
に
潤
い
を
も
た
ら
す
。
特
に
冬
は
風

邪
予
防
の
た
め
に
も
、
食
道
の
潤
い
は

重
要
で
あ
る
。
ま
た
喉
が
カ
ラ
カ
ラ
の

時
は
分
か
り
や
す
い
が
、
水
分
の
多
い

フ
ル
ー
ツ
を
摂
る
と
、
食
道
か
ら
し
み

込
ん
で
、
全
身
に
い
き
わ
た
る
の
が
分

か
る
。

二
つ
目
の
理
由
は
、
冷
水
で
は
直
行

す
る
た
め
に
胃
を
冷
や
す
が
、
フ
ル
ー

ツ
は
、
口
腔
内
で
何
度
も
咀
嚼
し
、
さ

ら
に
少
し
ず
つ
食
道
を
通
過
し
て
い
く

中
で
温
め
ら
れ
る
の
で
、
胃
を
冷
や
さ

な
い
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
水
や

お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
水
分
を
摂
っ

た
後
の
、
フ
ル
ー
ツ
摂
取
は
お
勧
め
で

き
な
い
。
塩
酸
な
ど
胃
の
消
化
液
が
薄
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め
ら
れ
て
し
ま
い
、
消
化
効
率
を
落
と

す
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

朝
一
番
に
、
水
分
の
多
い
フ
ル
ー
ツ

を
摂
取
し
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
、
徐
々

に
フ
ル
ー
ツ
量
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

が
お
勧
め
で
あ
る
。
ス
ト
レ
ス
無
く
午

前
中
フ
ル
ー
ツ
だ
け
に
す
れ
ば
、
便
秘

解
消
、
肌
の
保
湿
、
ウ
エ
ス
ト
の
く
び

れ
な
ど
の
体
感
が
得
ら
れ
や
す
い
。

（
3
）
食
事
の
前
に
フ
ル
ー
ツ

食
事
の
前
の
フ
ル
ー
ツ
摂
取
は
、
食

べ
過
ぎ
を
抑
え
て
く
れ
る
の
で
お
勧
め

で
あ
る
。
空
腹
時
い
き
な
り
食
事
を
摂

る
と
、
が
っ
つ
い
て
あ
ま
り
咀
嚼
せ
ず

飲
み
込
ん
で
し
ま
い
、
結
果
と
し
て
胃

腸
に
負
担
を
か
け
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
。ま

た
先
述
の
通
り
、
フ
ル
ー
ツ
は
発

酵
し
や
す
い
の
で
、
フ
ル
ー
ツ
を
出
さ

れ
た
ら
、
食
事
の
前
に
食
べ
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。
ま
た
フ
ル
ー
ツ
を
食
べ

た
ら
、
胃
の
滞
留
消
化
時
間
で
あ
る
15

分
以
上
あ
け
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。

代
謝
に
は
補
酵
素
と
し
て
ビ
タ
ミ
ン
が

必
要
に
な
る
の
で
、
食
事
前
の
ビ
タ
ミ

ン
摂
取
が
効
果
的
で
あ
る
が
、
ビ
タ
ミ

ン
が
豊
富
な
フ
ル
ー
ツ
摂
取
が
お
勧
め

で
あ
る
。
特
に
、
お
酒
を
飲
む
前
な
ど

に
、
フ
ル
ー
ツ
を
摂
る
と
、
翌
日
二
日

酔
い
が
な
い
と
い
う
声
は
よ
く
聞
か
れ

る
。
タ
ン
ニ
ン
の
多
い
、
熟
れ
た
カ
キ

は
特
に
お
勧
め
で
あ
る
。

3
．
フ
ル
ー
ツ
は
地
球
を
救
う

フ
ル
ー
ツ
は
被
子
植
物
が
現
れ
た

一
億
三
千
万
年
前
に
発
生
し
て
お
り
、

以
来
ず
っ
と
鳥
類
や
哺
乳
類
と
の
共
生

関
係
に
あ
る
。
移
動
で
き
な
い
被
子
植

物（
特
に
、
液
果
類
）は
鳥
や
獣
に
食
べ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
糞
と
共
に
種
子
を

拡
散
し
て
も
ら
う
と
い
う
繁
殖
戦
略
を

取
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
捕
食
者
で

あ
る
鳥
や
獣
が
消
化
吸
収
し
や
す
い
よ

う
に
単
糖
類
に
分
解
し
て
く
れ
て
い
る
。

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
と
東
京

大
学
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
桃
の
樹
木
に

含
ま
れ
て
い
た
セ
シ
ウ
ム
が
、
4
ヶ
月

後
、
果
実
に
移
行
し
た
の
は
た
っ
た
の

0
・
67
%
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。先

述
の
通
り
フ
ル
ー
ツ
に
は
、
セ
シ

ウ
ム
、
窒
素
・
硫
黄
系
ガ
ス
、
重
金
属

類
の
排
出
効
果
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
排
出
効

果
が
あ
る
。
近
年
で
は
、
海
外
を
中
心

に
、
フ
ル
ー
ツ
摂
取
が
多
い
と
肺
ガ
ン

リ
ス
ク
を
下
げ
る
や
、
適
切
に
フ
ル
ー

ツ
を
摂
取
す
れ
ば
、
高
血
圧
や
糖
尿
病

な
ど
生
活
習
慣
病
対
策
に
有
効
で
あ
る

と
の
研
究
報
告
が
多
く
出
さ
れ
て
い
る
。

F
A
O
に
よ
れ
ば
、
欧
米
で
は
一
日

3
0
0
～
4
0
0
g
の
フ
ル
ー
ツ
を
摂

取
し
て
い
る
が
、
日
本
人
は
1
4
4
g

と
、
世
界
的
に
見
て
も
か
な
り
摂
取
量

が
少
な
い
。
ア
メ
リ
カ
で
も
、
フ
ル
ー

ツ
と
野
菜
の
摂
取
振
興
策
を
取
っ
た
結

果
、
1
9
9
1
年
か
ら
は
ガ
ン
死
亡
率

が
、
2
0
0
3
年
以
降
は
ガ
ン
死
亡
者

数
が
減
少
し
て
い
る
。
現
代
日
本
人
の

食
生
活
に
は
フ
ル
ー
ツ
は
必
須
食
品
で

あ
り
、
決
し
て
食
べ
な
く
て
も
良
い
食

後
の
デ
ザ
ー
ト
な
ど
で
は
な
い
。

農
耕
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
数
千
年

来
、
人
類
は
樹
を
切
り
続
け
て
き
た
。

現
在
で
は
九
州
と
沖
縄
を
合
わ
せ
た
面

積
が
毎
年
砂
漠
に
な
り
、
さ
ら
に
九
州

と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
の
森
林
が
毎
年
伐
採

さ
れ
て
い
る
。
大
量
絶
滅
や
生
物
多
様

性
の
問
題
、
P
M
2
・
5
な
ど
の
環
境

問
題
は
、
森
林
伐
採
や
砂
漠
化
が
主
要

因
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
地
球
温
暖

化
が
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、
二
酸
化
炭

素
を
固
定
す
る
最
も
簡
単
な
方
法
は
植

林
で
あ
る
。

日
本
の
大
部
分
は
温
暖
湿
潤
気
候
に

属
し
砂
漠
地
帯
は
な
い
。
し
か
し
戦
後
、

光
が
樹
内
に
入
ら
ず
生
態
多
様
性
の
低

い
、
緑
の
砂
漠
と
呼
ば
れ
る
、
間
伐
な

ど
手
入
れ
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
た
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
林
が
増
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ

ら
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
が
花
粉
症
の
主
原
因

で
あ
る
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
現
実
的

に
こ
の
問
題
を
解
決
で
き
る
の
は
、
元

の
自
然
の
状
態
に
戻
す
た
め
の
植
林
で

あ
る
。
し
か
し
海
外
か
ら
安
価
な
木
材

が
入
っ
て
く
る
現
代
日
本
に
お
い
て
建

築
資
材
と
し
て
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
積
極

的
に
活
用
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
可

能
だ
と
す
れ
ば
、
果
樹
農
家
に
よ
る
果

樹
植
樹
、
さ
ら
に
獣
害
対
策
と
し
て
の

山
林
で
の
果
樹
や
ど
ん
ぐ
り
な
ど
広
葉

樹
の
植
樹
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て

い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
直
接
植
林
に
関
わ

ら
な
く
て
も
、
た
だ
国
産
く
だ
も
の
を

食
べ
る
だ
け
で
よ
い
の
で
、
日
本
人
の

誰
も
が
間
接
的
に
植
林
に
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

現
在
、
世
界
の
8
人
か
ら
7
人
に
一

人
が
飢
餓
状
態
に
あ
る
。
特
に
、
発
展

途
上
国
に
お
い
て
5
歳
に
な
る
前
に
命

を
落
と
す
子
ど
も
の
数
は
年
間
5

�
0
�0�

万
人
に
も
及
ぶ（
ユ
ニ
セ
フ
）。
W
F
P

（
国
連
飢
餓
報
告
）
に
よ
れ
ば
、
世
界

で
20
億
人
が
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
不

足
に
陥
っ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
知
的

障
害
や
各
種
疾
患
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
。
フ
ル
ー
ツ
は
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ

ル
が
豊
富
で
、
し
か
も
栄
養
の
吸
収
率

が
よ
い
。
雨
量
が
あ
り
、
食
べ
ら
れ
る

果
実
の
な
る
樹
が
植
え
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
は
積
極
的
に
植
樹
を
勧
め
れ
ば
よ
い
。

● �●



ス
イ
カ
は
ア
フ
リ
カ
南
部
の
カ
ラ
ハ
リ

砂
漠
が
原
産
地
と
さ
れ
て
い
て
、
皮
が

厚
い
の
も
乾
燥
対
策
で
あ
る
。
樹
が
育

た
な
い
と
こ
ろ
は
、
ス
イ
カ
や
メ
ロ
ン
な

ど
の
草
本
性
果
実
を
植
え
れ
ば
よ
い
。

毎
年
1
5
0
万
人
の
子
供
が
、
下
痢

で
死
亡
し
て
い
る
（
ユ
ニ
セ
フ
、
W
�H�

O
）
が
、
そ
れ
は
大
腸
菌
な
ど
の
多
い

汚
い
生
水
を
飲
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

私
が
水
を
飲
ま
な
い
の
は
、
生
水
な
ど

飲
ま
な
く
て
も
、
果
実
由
来
の
水
分
だ

け
で
も
生
き
て
い
け
る
こ
と
を
証
明
し

た
い
か
ら
で
あ
る
。

遠
い
国
か
ら
船
で
運
ば
れ
る
フ
ル
ー

ツ
に
は
、
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
と
し
て

ど
う
し
て
も
大
量
の
農
薬
が
か
か
っ
て

し
ま
う
。
安
全
面
で
も
考
え
て
も
、
国

産
フ
ル
ー
ツ
が
お
勧
め
で
あ
る
。
国
産

フ
ル
ー
ツ
を
積
極
的
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

次
の
世
代
に
き
れ
い
な
バ
ト
ン
を
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

フ
ル
ー
ツ
だ
け
で
豊
か
な
生
活
が
で

き
る
と
す
れ
ば
日
本
の
食
糧
問
題
も
医

療
問
題
も
一
挙
に
解
決
で
き
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

こ
の
講
演
を
聞
い
て
二
つ
の
こ
と
ば

を
思
い
出
し
し
た
。
一
つ
は
「
U
F
O

文
明
を
持
つ
星
で
は
肉
食
を
し
な
い
の

で
絶
対
平
和
で
あ
る
」（「
ア
ミ
、
小
さ

な
宇
宙
人
」
エ
ン
リ
ケ
・
バ
リ
オ
ス
著

石
原
彰
二
訳

徳
間
書
店
）で

も
う
ひ
と
つ
は
当
会
の
会
員
で
も
あ

り
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
と
も
い
わ
れ
た
故

小
牧
久
時
博
士
の
平
和
四
原
則

①
す
べ
て
の
軍
備
の
撤
廃
、

②
人
間
と
動
物
の
間
の
平
和
（
肉
食
と

動
物
実
験
と
殺
虫
剤
の
科
学
的
段
階

的
全
廃
）、

③
動
物
と
動
物
の
間
の
平
和
（
野
生
動

物
、
魚
類
、
昆
虫
類
の
個
体
数
の
制

御
に
よ
り
、そ
の
相
互
殺
戮
を
根
絶
）、

④
全
次
元
の
全
宇
宙
の
全
て
の
知
的
霊

的
存
在
の
円
滑
・
急
速
な
る
完
全
救

済
（
全
次
元
の
全
宇
宙
の
全
て
の
知

的
霊
的
存
在
の
個
々
の
個
性
あ
る
霊

格
の
「
無
限
の
生
長
」
の
円
滑
化
を

一
挙
に
永
久
に
実
現
す
る
こ
と
）

で
あ
っ
た
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
非
会
員

18
名
合
計
32
名
で
し
た
。
今
回
の
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円
（
送
料

込
み
）
で
す
。
事
務
局
（
0 

7
9 

7
・

2 

2
・
6
4
2
5
）
ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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《本部月例会・全国大会講演録の販売》

本部月例会・全国大会のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張子wma）なので、聞

くためには「CD、DVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが必要になります。

以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間

は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、やはり会場の

スピーカー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取

れます。当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

講演録の代金は1回分2,000円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」

で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・

パソコンには、「CD−Rファイル」が読めるプレーヤーがついております。）

※御注文は郵便局にある「郵便振替用紙」の通信欄にご希望の講演録の『年／月　講師名』と

金額（1回分2,000円）を記入し、郵便振替口座  00100-2-15344　加入者名  日本サイ科学会

にお振込願います。

あるいは、メールで先に事務局 office21@psij.mail-box.ne.jp に注文されても結構です。
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2010/ 1/16 前田知則氏「21世紀への適応プログラムとしての心のデトックス」
2010/ 2/20 須田泰心氏「超能力者の構造」
2010/ 4/10 根本泰行氏「映画『ウオーター』にみる水の真実」
2010/ 5/ 8 堤裕司氏「レイラインと富士塚信仰」
2010/ 6/20  久保田昌治氏「 水とは・・・水は生体内では勿論のこと自然界でも今我々が考えて

いるよりはるかに重要な働きをしている。」
2010/ 7/10 木下次男氏「福島県飯野町『千貫森謎空間』補足：UFO学について」
2010/ 9/11 感じられる“サイ”−3種類のサイデバイス・ソフト体験会−
2010/10/10 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14 赤松瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12 井出治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか？」
2011/ 9/10 鈴木俊輔氏「3・11新文明の幕開け　～日本人の使命～」
2011/10/ 9 創立35周年記念大会　シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14 ミッツィ植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」
2012/ 5/12 徳永康夫氏「命とソマチットと般若心経の探検」
2012/ 6/10 松永修岳氏「密教開運術『強運の成長戦略提言～氣を高めれば運はやってくる～』」
2012/ 7/14 中島敏樹氏「水と珪素の集団リズム力」
2012/ 9/ 8 ホンマシュウジ氏「 未曽有の天災・人災を目の当たりにして、サイ科学は何が

できるのか⁉」
2012/10/14 第22回全国大会　シンポジウムテーマ「コンタクト」
2012/11/10 藤森博明氏「気（生命エネルギー）の実在と能力」
2013/ 1/12 志賀一雅氏「α波のコヒーレンシーについて」
2013/ 2/ 9 宇治橋泰志氏「疾病を根本から改善する新治療法を求めて」
2013/ 4/13 大野百合子氏「宇宙図書館(アカシックレコード)から見た世界の仕組みと私たち
 −あなたは誰なのか−」
2013/ 5/11 浪平博人氏「イメージによる瞬間教育」
2013/ 6/ 9 松原秀樹氏「アレルギーを治す秘訣」
2013/ 7/13 酒向猛氏「千島学説を知るために」
2013/ 9/14 奥野節子氏「ブラジルの奇跡のヒーラー　ジョン・オブ・ゴッド 」
2013/10/13 第23回全国大会　シンポジウムテーマ「サイと自然治癒力」
2013/11/ 9 小久保秀之氏「 生体センサによるサイ研究ー超能力研究の最前線」
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故関英男先生のサイ関係（+ α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料
加速教育法（1990：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2,100 円（310 円）
加速学習法（1995：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2,550 円（210 円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎） ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（210 円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）
念波（1990：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）
CD：生命と宇宙 [ 講演録 72 分 ]（1998：船井メディア） ・・・・3,000 円（160 円）
電気磁気学 [ 加速教育用 ]（1983：加速学園出版部） ・・・・・・1,340 円（160 円）
謎のオズマ計画− UFO との関連−（1976：USL） ・・・・・・・190 円（120 円）
FIVE  DIMENSIONAL  WORLD（1974：英語版） ・・・・・・1,000 円（160 円）

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修
深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部） ・・・・・・・・・2,500 円（210 円）
深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,800 円（210 円）
深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部） ・・・・・・・・・2,200 円（210 円）
VHS ビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m） ・・・・・3,000 円（300 円）
VHS ビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m） ・・・・3,000 円（300 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記の E-mail、または FAX 宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2 週間以内に発送致します。
※ 1 種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の E-mail または FAX、

電話で確認して頂いてから、お願い致します。
※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

< お問い合わせ >
日本サイ科学会事務局 〒 271-0047  千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506
   TEL 047-347-3546  FAX 047-330-4091
   E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp
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4．考察

数回の実験ではあるが、空間に水等を噴霧することにより、出現するオーブの数が増加した。その
原因は湿度によるものか、噴霧された水質によるものか不明だが、各種条件を変化して、オーブの能
動的変化を把握できそうである。従来の撮影のみに限られた受動的研究から、オーブに働きかける能
動的研究の第一歩を踏み出したことになるのではないか。　以上

表２．撮影結果

５．画面左からの東風に乗って噴霧が　６．風向きが急に西風に変わりました

撮影月日 前 5 分間 orb% 中 5 分間 orb% 後 5 分間 orb% カメラ機種
11/ 6 0 枚 0  6 枚 10.0 3 枚  5.0 S12
11/ 7 0 枚 0  6 枚 12.0 5 枚 10.0 Z330
11/ 8 0 枚 0  6 枚 10.0 2 枚  3.3 S12 ※

11/ 9 1 枚 1.7 25 枚 41.6 －(電池切れ) S12
11/10 0 枚 0 16 枚 32.0 2 枚  4.0 Z330
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雨、霧の天候条件とオーブの出現は関連がありそうである。何とか人工的に同条件で再現できない
か、試みた。

1．定性テスト実験

人工的に雨や霧に近い環境づくりとして、庭の撒水ホース、ヘアースプレー、園芸用蓄圧式スプレー
の3種を選んで簡単な比較実験を行った。
撒水ホースはオーブがやっと出たという感
じ、ヘアースプレーは噴霧が細かく、多量の
オーブが出た。これは小林コーセー（株）製、
業務用で内容はエチルアルコールである。

園芸用蓄圧スプレーは微細な噴霧がノズ
ルから出て、オーブもよく出現した。結論と

して園芸用蓄圧式スプレーを採用、毎日の実験で使用することにした。

2．実験方法・機器等

カメラ　カシオ・エクシリムEX-S12 及び カシオ・エクシリムEX-Z330 の2台を三脚に固定。
撮影条件　通常連写　フラッシュ光量+2　強制発光　ISO感度 S12 は3200、Z330は1600に設定。
シャッターボタンをゴム紐で圧迫。S12機は5秒間隔、Z330機は6秒間隔で連続撮影。

撮影は毎日20：00より15分間実施。前半5分間は撮影のみ。中央の5分間に噴霧をしつつ撮影。 
最後の5分間は撮影のみ、でここしばらくこのパターンで撮影実験を継続する予定である。

3．撮影結果

噴霧がオーブ撮影に有効か、噴霧有り無しの条件で撮影した。枚数は、カメラにより若干異なる。
カシオEX-S12は180枚/15分間、EX-Z330は150枚/15分間である。

11月6～10日の撮影結果を次表に纏めた。

　　　　　１．2013 .10 . 16　台風26号の豪雨　　　　　　２．2013 .10 . 24　霧の夜

　　３．撒水ホース ４．蓄圧式とヘアースプレー

表1.撮影間隔

カシオ　カメラ機種 ＩＳＯ感度 撮影間隔
ＥＸ－Ｓ１２　 ３２００ １枚／５秒間
ＥＸ－Ｚ３３０ １６００ １枚／６秒間
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以上、過去に発表した結果をも含めて、充分
に検討し考察した結果として、次の結果を得る
事ができた。

5．検討ならびに考察

オーブの内部模様の変化状況（ゆらぎ）の一
部を知るために、カオス解析法を用いて、平面
的な濃度空間（マクロ・フラクタル次元D2m）、
並びに、空間的な濃度空間（局所フラクタル次
元D2 l）について、解析したところ、次の結果
が得られた。
1）神社（大御食）のマクロD2mは大（2.56～
2.57）である。

樹木（分杭、大御食）のD2mは中（2 .46～
2.58）である。

断層（北川、渓谷）のD2mは小（2.33～2.40）
である。

これらを纏めると表1になる。表1をみると、
マクロD2mは、上から下に進むにつれて、し
だいに減少する傾向がある。従って、「オーブ」
の出現場所（神社、樹木、露頭）と、カオス解
析のマクロ・フラクタル次元D2mの間には、
相関性がある、と判断することが出来る。

空間的な濃度空間（局所フラクタル次元D2 l）
について検討したところ、次記が得られた。
2）神社の局所フラクタル次元D2 lには、ピーク
値（山）が2つある。
3）樹木（分杭、大御食）の局所D2 lには、ピー
ク値（山）が1～2つある。
4）断層（北側、露頭）の局所D2 lには、ピーク
値（山）が無い。

これより、濃度の空間分布には、特徴的な相
違（変化）の有ることがわかる。残念ながら、こ
の理由を説明することは、現在は、困難である。
一つの仮説として、「オーブ」内部の模様は、今
までに、そこに集まった人数の多少（神社は多、
樹木は中、露頭は少）に関係すると、推定する
事ができよう。

＊ 本研究を実施するにあたり、ご指導とご協力
を戴いた長野県会議員（副議長）佐々木祥二
先生に御礼申しあげます。

表1　オーブ画像のフラクタル次元

はじめに

オーブ研究はデジタルカメラによる撮影からスタートするが、その際、注意すべき事として先輩から
雨、雪、霧、塵埃等も白色球形に撮影されるが、これらはいわゆる『偽オーブ』なので注意するよう教
えられた。その警告を守って、以来、雨中、雪中で撮影することはなかった。

今回台風26号（2013 .10 .16）襲来時に豪雨を目的で、ストロボ使用、通常連写で20枚撮影した。 
ところが豪雨は撮影されず、総てオーブが撮影された。

又、10月24日の定点撮影時は霧が出た。15分間2台のカメラで撮影。その50%にオーブが撮影さ
れた。

スプレー噴霧時におけるオーブの出現現象（第一報）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎　利男

場所 記号 フラクタル次元

大御食
御食、小
御食、大

御食、樹木

２．５６９
２．５６８
２．４６８

分杭峠
北川
露頭

分杭、樹木
北川１
北川２

２．５９８
２．３８９
２．３２８



以上の実験・解析結果を纏めると表 1 になる。
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図1　（写真）大御食神社（左図）、小オーブ（中図）、大オーブ（右図）

　図2　小オーブの画像濃度空間図（左図）、フラクタル解析（マクロフラクタル次元D2m図、中図）、
　　　　局所フラクタル次元D2 l分布図（右図）・・・大御食神社となる

図3　北川露頭：（左から）オーブ撮影画、オーブ像の濃度空間図、局所フラクタル次元分布

D2m（御食−小）=2.569

D2m（北川露頭2）=2.328



1．はしがき

物質面に関連して、オーブの出現場所（神社、
樹木、露頭・断層）と、オーブの内部模様の関
係、つまり、オーブ模様をカオス解析した結果
と出現場所（個所）がどの様な関係を持つかに
ついて検討することにした。

2．実験・撮影の内容

実験条件として、2013年10月5日（土曜）夜
19：30～20：30（オーブ撮影、脳波測定とも）、
天気晴れ。撮影場所はパワースポットとして有
名な長野県駒ヶ根市の大御食神社、伊那市の
分杭峠（露頭・断層）、下伊那大鹿村の北川露
頭（断層）の3個所。オーブ撮影の直後に、脳波
測定を行った。脳波測定の結果として、瞑想等
により、デルタ波などの低周波成分を出せる人
は、オーブを出現させ撮影する事が出来る（撮
影出来る）事などが判明した（2013年、サイ科
学、Vol.35、No.1参照）。

参加者は、オーブを写せた人（写せる健常
人）2名（S.Z、S.K）、写らなかった人（写せない
健常人）2名（Y.M、K.N）、測定者1名（T.M）の
計5名。使用カメラは、カシオEX-240：カシオ
EX-Z2000：カシオEX-ZR700）の3台。何れも
フラッシュ（1/1000sec）撮影している。

3．カオス解析方法

撮影されたオーブ像の内部模様を分析し、定
量表示するために、オーブ写真画像の濃度空間
における内部構造提示を試みた。画像フラクタ
ル解析は、繰り返しを持つパターンの自己相似
的な形状についての解析であり、特徴として、
フラクタル次元が大きい程パターンは複雑であ
り、興奮した、活発な状態を意味している、な
お、マクロ・フラクタル次元D2mは、濃度分
布の平面的な起伏を示している。また局所フラ
クタル次元D2 lはオーブ模様の空間的な起伏
分布を表示している。詳細は「2012年、サイ科
学、Vol.34、No.1、pp.11～16」を参照してくだ
さい。

4．オーブのフラクタル画像解析

写真1（図1）に、大御食神社のオーブ撮影写
真を示す（左図）。なお、中図と右図は、解析の
ために、オーブのみを取り出して、拡大した図

（写真）である。

「オーブ」のカオス解析「オーブ」のカオス解析
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